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研究成果の概要（和文）：本研究は、小学校外国語活動の目標であるコミュニケーション能力の素地の育成のためには
どのような指導法を行うことが効果的なのかを明らかにすることである。本研究の結果、まず、聞いたり，読んだりす
る中で，インプットの「質」と「量」の保証に細心の注意を払う必要があることが分かった。さらに、公立の小学校の
5,6年生のクラスに対して、聞くことを中心としたインプット実践、ICTを活用して聞くことを中心としたインプット実
践、やり取り（アウトプット）を中心とした実践を１年間継続し、児童の「振り返り」を分析した。その結果、児童の
１年間の振り返り内容の様相を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to investigate an optimal pedagogy for 
implementing foreign language activities at public primary schools in Japan. First, this research takes a 
narrative approach to synthesizing existing empirical research on input-based and output-based tasks in 
second language acquisition research. The results show that input-based and output-based pedagogical 
approaches are equally effective for promoting second language learning. Second, based on the narrative 
review, we created various input-based and output-based tasks and implemented them at three public 
elementary schools in Japan. The pupils in these schools were asked to reflect, in writing, on what they 
had learned and noticed during foreign language activities over a one-year span. The analyses of pupils’ 
reflections shed some insights on how the pupils noticed linguistic issues (e.g., pronunciation, 
vocabulary) and how they felt about the input-based and output- based activities.
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１．研究開始当初の背景 
2011年 4月から四半世紀の実践の蓄積を
基に小学校外国語活動がスタートした｡その
目標であるコミュニケーション能力の素地
の育成のためには､どのような指導法を行う
ことが効果的なのであろうか｡これまでのと
ころ、読み聞かせをしたり、教室英語を積極
的に活用したり、リスニングだけではなく身
体を同時に動かす全身反応教授法などのイ
ンプット中心の教授法や、「みんなで声に出
して言ってみよう」といようなアウトプット
中心の教授法が提案されてきている。しかし、
どのような指導法が小学生の英語能力を伸
張させるのかという問題について、理論的か
つ実証的に答えられる研究は散見されるの
みであった｡ 

 
２．研究の目的 
（１）文献研究 
本研究の第一の目的は､児童の第二言語(外
国語)指導に関する国内外の文献を精査する
ことよって､理論と研究に基づいた､小学校
英語教育における指導法について提案する
ことである｡ 

 
（２）実践研究 
本研究の第二の目的は、（１）に基づき、
日本の公立小学校における高学年の初級児
童を対象とし、どのような指導がコミュニケ
ーション能力の素地をどのように伸長させ
るのかを検証することを通して、外国語活動
に関する具体的な指導法を小学校教師に提
供することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）文献研究 
まず、３つのデータベース（ERIC, LLBA, 

ProQuest）、主要な国際雑誌（例：Language 
Learning、TESOL Quarterly、Studies in Second 
Language Acquisition、Applied Linguistics、
Language Teaching Research、 The Modern 
Language Journal）の中から、児童に関する第
二言語指導に関する研究論文を収集した。 
次いで、外国語活動との関連から目標言語
が英語であること，日本と同様の外国語環境
で研究が行われていること等を基準に論文
を選択した。そして、選択された論文を精査
した。 

 
（２）実践研究 
 宮城県内の公立小学校複数を対象とした。
宮城県内の小学校 2校（Ａ小学校とＢ小学校
とする）の児童を対象とした。Ａ小学校は 5
年生 33名（男子 17名、女子 16名）と 6年
34名（男子 18名、女子 16名）、Ｂ小学校は
6年生 35名（男子 17名、女子 18名）であ
った。なお分析にあたっては A小学校 5年生
と 6 年生のデータを統合したものを用いた。
文献研究に基づき、それぞれの学校の 5, 6年
生のクラスに対して、聞くことを中心とした

インプット実践、ICTを活用して聞くことを
中心としたインプット実践、やり取り（アウ
トプット）を中心とした実践を１年間継続し
た。毎回の授業の最後に、「振り返り」をさ
せた。児童の振りかえりを分析することで、
児童の指導法への情意的な面（意欲・関心・
態度）や言語学習の面（語彙や文法への気づ
き）を探ろうと試みた。振り返りのデータに
ついて計量テキスト分析（テキストマイニン
グ）を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）文献研究 
文献研究を通して、聞くことを中心したイ
ンプット活動と話すことを中心としたアウ
トプット活動は言語習得に効果的であるも
のの，どちらがより有効な言語活動なのかは，
結論づけることはできなかった。文献研究の
結果は、「すぐに声に出して言わせよう」と
するようなアウトプット型活動だけではな
く，聞いたり，読んだりする中で，インプッ
トの「質」と「量」の保証に細心の注意を払
う必要を示している。本研究の成果は、現在
の実践だけではなく、今後教科となる小学校
英語教育の指導法に重要な示唆を与えてく
れるはずである。文献研究の成果は、雑誌論
文①②③④⑤⑥、学会発表③④⑤、図書①、
その他①②③で公表されている。 
 
（２）実践研究 
小学校２校（A、B とする）の５、６年生
ごとに、児童の記述データについての単純集
計を行った。Ａ小学校では、総抽出語数が
24,155 語､異なり語数が 1,538 語､文数が
2,857 文であった｡一方、B 小学校では､総抽
出語数が 12,408語､異なり語数が 858 語､文
数が 1,519 文であった｡Ａ小学校とＢ小学校
それぞれの抽出語について共起ネットワー
ク分析を行った（以下の図 a, bを参照）。そ
の結果、児童の１年間の振り返り内容の様相
を明らかにすることができた。実践研究の成
果は、学会発表①②で公表される予定である。 
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